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１．はじめに 
最近の電子メイルの普及は目覚めしく，非常に

多くのメイルが日々送られてくるという環境にい
る人が急激に増大している．電子メイルにおいて
Subject は相手にまず自分が何を伝えたいのかを
表現する部分なので非常に重要ではあるが，時間
がなくなってくると十分に考えずに Subject を書
いてしまうことも多く，そのことがメイルを受け
取った人に誤解を招たり，後ほどメイルを保存し
ておいてメイルを見ながら内容を確認する際に問
題になる．このような状況を考え，本稿では過去
の Subject とメイル本文の組より帰納的学習[1]に
より Subject の生成ルールを獲得し，それらのル
ールを用いて Subject をメイル本文より自動的に
生成する手法を提案する． 
 
２．予備実験 
まず，メーリングリストから Subject が入って

るメイル 100 通を出現順に選択して予備実験を行
った．予備実験の結果を表１に示す．ここで，
Subject を含む文を重要文と定義し，重要文中５回
以上出現した語をキーワードと定義する．予備実
験の結果から重要文は文の位置，日時表現と重要
文中で高い確率で使用された語との関係が深いこ
とが分かったので，重要文の決定に使用される要
素を表２に示すように決定した． 
    表 １ 重要文決定の予備実験結果 
段落 第 一 段

落 
第 二 段
落 

第 三 段
落 

他 の 段
落 

頻度 8 84 6 2 

段落中文
の位置 

一番目 二番目 三番目 その他 

頻度 94 6 0 0 

日時表現 ある なし   
頻度 34 ６６   

キーワー
ド 

ある なし   

頻度 63 37   

 
３． 提案手法 
本手法の流れを図１に示す． 
本手法ではあるユーザの過去のメイル本文と

Subjectの組より学習を行うことによりSubjectを
生成することができる．また，システムがユーザ
に動的に適応することができる.  
 
 

 
具体的なアルゴリズムとして，以下の２段階で
Subject を生成する． 
(１)Subject を含むと推測される文（重要文）を抽
出する． 
(２)重要文より品詞列パターンを用いて Subject
を生成する． 
アルゴリズムとしては，まず入力文に対して形

態素解析ツール「茶筅」[2]を用いて形態素解析を
行う．次に，予備実験の結果より，第何段落目か，
段落中文の位置，日時表現の有無，重要文中で高
頻度で出現する語の有無などの情報を用いて重要
文を決定する．これらの要素の値は評価式を用い
て算出し，評価値が最大のものを重要文と決定す
る．ここで利用される重みは予備実験中の各要素
の出現頻度により決定したものである．このよう
にして決定された重要文より Subject を決定する．
Subject の決定は品詞列のパターンを用いて決定
する．パターンは以下のようなもので構成されて
いる． 
[名詞列]＋[助動詞] 
[名詞列]＋[助詞] 
[名詞列]＋[助詞]＋[名詞-サ変接続] 
[名詞列]＋[助詞]＋[動詞-自立] 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

        
       図 １ 
生成した Subject は校正処理部で正誤の判定後，
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誤った結果はユーザにより校正され，学習部で新
たなルールとして追加される．また，生成結果の
正誤により，フィードバック部で尤度が変化する．
尤度は適用したルール正誤の変換度数により変化
する． 
 
４．  概要 
4.1 パラメータ変換処理 
まず，入力文に対して形態素解析ツール茶筅[2]

を用いて形態素解析を行う．次に，表２に示す要
素で入力文の一文一文を４桁の数字に変換する．
例えば，第一段落の一番目の文で，日時表現があ
ってキーワードがある文のパラメータは１１１１
のようになっている． 
   表 2 パラメータ決定要素 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.2 重要文の抽出 
重要文は，変換されたパラメータを用いて決定

する．重要度は式（１）により計算する． 
重要度＝ルールの重み×∑要素の重み …（１） 

ここで、ルールの重みとは，ルールと一致した
文が重要文になった確率である．入力メイルの一
文ごとの重要度で重要度が一番大きい文を重要文
として抽出する． 
4.3  Subject 決定部 
Subject はパターンマッチにより決定する．パタ

ーンは以下のようなもので構成される． 
[名詞列]＋[助動詞] 
[名詞列]＋[助詞] 
[名詞列]＋[助詞]＋[名詞-サ変接続] 
[名詞列]＋[助詞]＋[動詞-自立] 
ここで名詞列とは，名詞または接頭詞，名詞，

未知語の品詞が連続に並んだ単語列あるいは接頭
詞，名詞，未知語が「と」，「の」，「や」で 連結さ
れたものである．マッチした文字列は、尤度の高
さにより，一番高い尤度を用いる文字列から
Subject が生成される．Subject は文字列の名詞列
である． 
例を以下に示す． 

重要文：  
[記号-空白]第[接頭詞-名詞接続]３[未知
語]回[名詞-一般]国際[名詞-一般]バラ[名
詞-一  般]と[助詞-格助詞-一般]ガーデ
ンニングショウ[未知語]が[助詞-格助詞-
一般]5/18[未知語]（[記号-括弧開]金[名詞
-一般]）[記号-括弧閉]～[記号-一般]23[未

知語]（[記号-括弧開]水[名詞-一般]）[記
号-括弧閉]まで[助詞-副助詞]西武[名詞-
固有名詞-組織]ドーム[名詞-一般]で[助詞
-格助詞-一般]開催[名詞-サ変接続]する
[動詞-自立]れる[動詞-接尾]ます[助動詞]。 

マッチした文： 
（１）第[接頭詞-名詞接続]3[未知語]回[名
詞-一般]国際[名詞-一般]バラ[名詞-一般]
と[助詞-格助詞-一般]ガーデンニングショ 
ウ[未知語]が[助詞-格助詞-一般]」 
（２）「西武[名詞-固有名詞-組織]ドーム
[名詞-一般]で[助詞-格助詞-一般]開催[名
詞-サ変接続]する[動詞-自立] 

ここで，マッチした文が 2 つなので，尤度を計算
し，計算結果により尤度が高い(1)から Subject が
決定される．Subject は，「第３回国際バラとガー
デンニングショウ」となる． 
 
5．評価実験と考察 
 5.1 実験結果 

今回はメーリングリスト[3]のメイルを使って
実験を行った．実験結果を表３に示す． 
   表 ３  実験結果 
メイル数 正しい結果数 誤った結果数 

100   52   48 
5.2 考察 
今回，結果の正誤の判定は実例と比較して評価

した．システムが出力した結果が実例の Subject
と同じ場合正しいと評価，違う場合誤った結果と
して評価した．実例の Subject の中に必ずしも正
しいとはいえないものが８通あったので，実験結
果に影響を与えた．また，重要文の抽出が正しく
ないものが１９通あつたので，Subject の決定に影
響を与えた． 
６．おわりに 
本稿では，帰納的学習により電子メイルの本文

から Subject を自動的に決定する手法を提案し，
本手法による評価実験を行った．今回は実験で用
いたメイルの数が少なかったので，今後，より多
いのメイルを用いて実験を行う予定である．また，
重要文の決定が誤った場合 Subject の出力も必ず
間違うので，重要文の決定ルールの有効性につい
ても検討する必要がある． 
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１． 段落 
１：第一段落 ２：第二段落 ３：第三段落 4：その

他の段落 
２． 段落中文の位置 
１：一番目の文 ２：二番目の文 ３：三番目の文 
４：その他 
３． 日時表現 
１：ある ２：なし 
４．キーワード 
１：ある ２:なし 
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